
６月の研修ガイド
17日（金）●�講師研修会（信州教師塾Ｂ・飯水と合同開催）◎中野下高井教育会館 大会議室 

☆中野・下高井教育会 0269-22-2817
20日（月）●�飯水教育会初任者教育懇談会 ◎飯水教育会館 大会議室 ☆飯水教育会 0269-62-2531
� ●名称　◎会場　◇演題・講師等（講師名敬称略）　☆連絡先

新型コロナウイルス感染拡大防止及び中国の渡航規制の状況により，第41次長野県教育者訪中団の派遣を中止します。

令和5年度からの小中一貫教育実施に向けて，6年生が諏訪中見学に行った際に，中学3年生の理科の授業に参加させていただきまし
た。中学校の学習の体験と同時に，中学生の優しさも感じることができました。（城南小学校）
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公益社団法人 信濃教育会

欠員役員選挙公示
令和4年5月20日

公益社団法人 信濃教育会

　欠員役員が生じたことに伴い，定款に則り理事2名及び副会長並びに常務理事候補者の役員選挙を下記に
より実施いたします。

記

令和4年6月28日（火）定時総会において
以上

公益社団法人 信濃教育会

役員選挙候補者選任案の公示
令和4年5月20日

役員候補選出委員会 委員長　永井　克昌

役員候補選出委員会は，欠員役員選挙候補者選任案を下記のとおりまとめましたので，お知らせします。

〇　理事2名及び副会長並びに常務理事候補者

副会長候補者 村松　浩幸 氏
昭和39年生，57歳，長野市出身
現信州大学学術研究院教育学系長・信州大学教育学部長・信州大学大学院教
育学研究科長

常務理事候補者 塩野入幸隆 氏
昭和33年生，63歳，埴科郡坂城町出身
前屋代中学校長，現信濃教育会事務局次長

※理事は定時総会で選任され，会長，専務理事及び常務理事は理事会において選定されます。
※�会員は，他の候補，意見等を役員候補選出委員会（各常任委員）又は委員会事務局に申し出ることができ

ます。
※選挙結果は，会報7月号に掲載します。

以上
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公益社団法人 信濃教育会

令和4年度　代議員選挙結果について
令和4年5月20日

公益社団法人 信濃教育会　代議員選挙管理委員会

　定款に則り行われた令和4年度の代議員選挙によって各郡市教育会及び高校，大学教育会において
下記のように代議員50名が選出されましたのでお知らせします。

記

以上

佐　久 松島　恒志 野沢中学校

仲沢　弘一 佐久穂小学校

土屋　　剛 東小学校

白鳥　郷史 御代田南小学校

小県上田 橋詰　文彦 傍陽小学校

青木　辰夫 真田中学校

竜野　正英 武石小学校

中村　弘文 丸子中学校

諏　訪 山崎　章光 豊田小学校

藤森　　斉 境小学校

下平香代子 泉野小学校

中澤　隆一 下諏訪中学校

上伊那 原　　浩範 箕輪中部小学校

赤羽　　隆 箕輪中学校

有賀　　稔 伊那中学校

髙嶋　義人 赤穂小学校

下伊那 高坂　　徹 伊賀良小学校

木下　潤児 浜井場小学校

市場香代子 旭ヶ丘中学校

斉藤　辰幸 鼎中学校

高山　和夫 高陵中学校

木　曽 倉澤　　啓 三岳小学校

東筑摩塩尻 三溝　裕子 桔梗小学校

小松　　亨 広陵中学校

安曇野市 會田　義昭 豊科南小学校

松下　　玲 穂高西小学校

北安曇 吉沢　一夫 白馬南小学校

更　埴 畑　　秀幸 更級小学校

櫻井　範彰 南条小学校

上高井 新井　孝之 日野小学校

上野恵佐夫 日滝小学校

中野・下高井 齋藤　義和 西小学校

渡邊　浩司 木島平小学校

飯　水 三井　康幸 城北中学校

長野上水内 海沼　　敦 篠ノ井西小学校

宮澤　俊充 松ケ丘小学校

田原　克彦 大豆島小学校

野口　茂雄 緑ヶ丘小学校

小池　　勲 若槻小学校

高橋　宏和 豊野中学校

山下由紀子 篠ノ井東中学校

松本市 今井　俊文 島内小学校

伊藤　　茂 清水小学校

石澤　和人 並柳小学校

山口　昇一 安曇小学校
安曇中学校

高　校 馬場　正一 屋代高校

飯島　由美 岩村田高校

武井　淳一 高遠高校

鳥谷越浩子 松本蟻ヶ崎高校

大　学 西　　一夫 信州大学教育学部
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第136回 信濃教育会総集会上高井大会
テーマ：信州教育の創造　～未来を拓く職能の向上～

期　　日　　令和4年7月2日（土）
会　　場　　�須坂市文化会館 メセナホール 

〒382-0098　長野県須坂市墨坂南4-5-1 Tel：026-245-1800
参加方法　　会場参加，又は You Tube Live（会員限定）にて参加

◇受　　　付� 9：００～　９：２５

◇開　会　式� 9：３０～１０：１０
　・会長挨拶　・来賓祝辞　・来賓紹介・祝電披露　・教育研究論文・教育実践賞贈賞

◇パネルディスカッション� １０：１５～１１：３０
　・テーマ　：信州教育の明日を拓く
　・パネラー：

松木 健一
福井大学副学長

岩川 直樹
埼玉大学教授

奈須 正裕
上智大学教授

武田 育夫
信濃教育会会長

　・コーディネーター：海沼 敦　篠ノ井西小学校長

　　　　　　　　＜休憩・準備＞� １１：３０～１１：４０

◇ポスターセッション� １１：４０～１２：３０
　　　教育研究論文・教育実践賞の受賞者等によるポスターセッション
　　　You Tube Live では，教育研究論文・教育実践賞特選受賞者の実践発表を配信。

　　　　　　　　［昼　　　食］� １２：３０～１３：１５

◇講　　演� １３：１５～１４：４５
　・講　師　　三浦 瑠麗　山猫総合研究所代表
　・演　題　　激動する国際情勢と，これからの日本の教育

　　　　　　　＜休　憩・準　備＞� １４：４５～１５：００

◇信濃教育会オーケストラ，上高井教育会合唱団による演奏会� １５：００～１５：３０
　・指 揮 者　　木村 美音子　信濃教育会オーケストラ常任指揮者
　　　　　　　　（洗足学園音楽大学講師）
　　　　　　　　西澤 真一　森上小学校長（合唱）

　・演奏曲目　�・O.レスピーギ作曲 リュートのための古風な舞曲と�
� アリア第3組曲より I.イタリアーナ（弦楽器演奏）�
・J.シベリウス作曲 交響詩「フィンランディア」作品26（オーケストラ演奏）�
・「信濃讃歌」飯沼信義　作・編曲（合唱）

◇閉　会　式� １５：３０～１５：３５

日 程
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コタキナバル日本人学校　荒井かおり

　もしかしたら，ここコタキナバル日本人学校に赴任しなければ，人
生の中で「コタキナバル」という地名を口にすることすらなかったか
もれしません。
　コタキナバルは，ボルネオ島の北部に位置するマレーシア・サバ州
の州都です。色とりどりの魚やサンゴが近くで見られる素晴らしい海
が広がっていること，毎日違った色合いの美しい夕日が見られるこ
と，東南アジア最高峰の4095.2ｍの高さを誇るキナバル山が聳え立つ
場所であること。来る前は，地名や場所も知りませんでしたが，今は
コタキナバルの魅力が少しずつわかってきたように思います。
　そんな素晴らしい自然に囲まれたコタキナバル日本人学校は，1983
年に開校し今年で39年になります。学校では，毎日鳥のさえずりが聞
こえ，ヤモリやトカゲ，リスやサルなどもよく見かけます。私が赴任
した2020年11月頃には，マンゴーやバナナ，ランブータンといった木
もありました。さすが，南国の学校だなと感じました。
　コロナウィルス感染症の影響で，日本からコタキナバルに帰国する
ことが難しくなったということもあり，現在は全校児童生徒数が5人
ととても少ないですが，2023年度からは少しずつ人数が増えていくの
ではないかと予想されます。
　2021年度は，2020年度に引き続き感染症の影響で学校の対面授業を
予定通り行うことができませんでした。オンライン授業が，約半年間
も続きました。11月22日から，ようやく対面授業が再開し，可能な限
り行事も行いました。特に，自然体験活動と宿泊体験学習は，ここコ
タキナバルだからこそ体験できる活動だと感じました。
　本校の自然体験活動は，ジェッセルトンの港から船で10分から15分
ほどの所にある島に行き，シュノーケリングなどをして自然を満喫し
ます。今年度は，新しくできたウォーターパークに行き，シーウォー
クやシュノーケリング，カヤック，パークなどで多くの活動をしてき
ました。コタキナバルの海では，カクレクマノミはじめ多くの美しい
魚やサンゴが見られます。それらを間近で見られるシーウォークは，
本当に感動しました。宿泊体験学習では，学校から1時間ほどのキャ
ンプ場に行き，1泊2日の宿泊体験をしました。小学2年生から中学1
年生の子ども達は，一緒にラフティングやジップライン，クライミング
や野外炊飯などの活動を通して，コタキナバルの自然を存分に味わいな
がら，仲間と共にとてもいい思い出を作ることができました。
　この場所，この学校だからこそできる教育活動は，他にもあると思
います。これからもそのような教育活動を通して，子ども達と共にコ
タキナバルの自然，文化，人々についてより多くのことを知り学んで
いきたいと思います。

コタキナバル ★サバ

フィリピンベトナム

インドネシア

世 界 の 学 校 75

美しい海に囲まれた
ボルネオ島 ～コタキナバル ～

ウォーターパーク

ジップライン

ラフティング

水中ウォーク
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令和3年11月の常任委員会での「信濃教育会も社会貢献、地域貢献という事業があってもいいのではな

いか」との発言を受け、検討してきた結果、子どもの貧困が社会問題となり、コロナ禍において困窮し食糧

難に陥る家庭が増加している状況から、フードバンクへ協力することを始めたいと考えました。

「フードバンク活動」とは「食料銀行」を意味する社会福祉活動です。まだ食べられるのに廃棄されてしま

う食料を必要な施設や人に無償で届ける活動です。長野県では以下の団体が「長野県フードバンク活動団

体連絡会」を作り活動しています。

長野県、長野県社会福祉協議会、市町村社会福祉協議会、長野県労働者福祉協議会、信濃福祉

長野市社会事業協会、フードバンク信州、NPOホットライン信州

信濃教育会館で行われる会議通知に、

左のようなチラシを同封します

集める食材は

缶詰、ビン詰、レトルト食品、フリー

ズドライ食品、お菓子、お米（もみのま

まで可）、調味料 です

会館内に下写真のようなコンテナを

置きますので、その中にお持ちいただ

いた食材を入れて下さい

長野県社会福祉協議会に適宜回収してもらい、必要としている方々に届けていただきます

令和3年11月の常任委員会での「信濃教育会も社会貢献、地域貢献という事業があってもいいのではな
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体連絡会」を作り活動しています。
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『もったいない』

を

『ありがとう』へ

で

信濃教育会も活動参加中！

加工食品の場合、賞味期限が1ヶ月以上のものをお受けしています。
フードバンクでは、食べ物を右から左へ横流しするのではなく、
“マッチング”といって、必要なものを必要な数だけ必要なところへお渡
しします。そのマッチングのための時間や、賞味期限内に確実にきちんと
使っていただくためです。

賞味期限が1ヶ月以上あり、未開封の食品等の寄付を募集しています。
ご協力お願いします。

例） お米/缶詰/インスタント食品（レトルト・カップ麺）/お菓子 など

皆さんのご協力お待ちしています！

寄付のお願い

フードドライブとは家庭であまっている食べ物を持ち寄り、それらを取りまとめて地域の福祉団
体や施設、フードバンクなどに寄付する活動のことを言います。信濃教育会も会員の皆さまにご
協力いただき、社会福祉活動に取り組んでいきます。

食品が届くまで ～ 人から人へ ～

1．委員会など、来館されると
きに食品をお持ちいただきま
す。

2．寄贈していただいた食品は、
「フードバンク」と呼ばれる団体
へお渡しします。

３．食品は「フードバンク」を通し
て食べ物を必要とされている
方や施設などへ提供されます。

公益社団法人 信濃教育会
〒380-0846 長野県長野市旭町1098

お問い合わせ先 : （ＴＥＬ）026-232-5201 担当：宮下

▼なお、信濃教育会館にご来館の際に、ご持参していただいた食品は、所定のボックスを用意しておりますので
そちらをお使いください。
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会員のページのパスワードが ６/１（水）より新しくなります。
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s:
//
sh
in
ky
o.
or
.jp

▼
W
eb
検
索
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
で
も
検
索
す
る
事
が
出
来
ま
す
▼

①
信

濃
教

育
会

の
活

動
を
詳

し
く
知

り
た
い

！
会

員
に
つ

い
て

詳
し
く
知

り
た
い

！

③
受

け
て

み
た
い

講
習

・講
座

が
あ

る
ん
だ

け
ど
、
ど
こ
で

申
し
込

め
ば

い
い

の
？

信
濃

教
育

会
の
Ｈ
Ｐ
を
活

用
し
よ
う
！

＼
検
索
！
／

＼
検
索
！
／

＼
と
り
あ
え
ず
検
索
！
／

パ
ッ
と
ひ
と
⽬
で
分
か
り
や
す
い
！

信
教

の
一
員
と
し
て
活
動
し
た
い
時
、
Ｈ
Ｐ
を
通
し
て
簡
単
に
調
べ
る
事
が
出
来
る
の
で
、
自
信
を

も
っ
て
取

り
組

め
ま
す
♪

委
員
に
任
命
さ
れ
た
委
員
会
の
事
が
分
か
ら
な
い
。

誰
か
に
聞
き
た
い
け
ど
聞
け
な
い
…
（
悶
々
）

あ
！
Ｈ
Ｐ
で
調
べ
れ
ば
い
い
の
か
♪

総
集
会
に
参
加
し
て
か
ら
信
教
が
気
に
な
る
。

信
教
会
員
に
な
り
た
い
け
ど
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま

⼊
り
た
く
は
な
い
ん
だ
よ
な
ぁ
…
（
悩
）

あ
！
Ｈ
Ｐ
で
調
べ
れ
ば
い
い
の
か
♪

【入
会
の
お
す
す
め
】に

は
信
教
会
員

と
し
て
必

要
な
情

報
が
載

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
に
な
る
ワ
ー
ド
（
青
色
表
記

文
字

）
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
す
ぐ
に
そ
の
ペ
ー

ジ
が
開
く
の
で
、

豊
富
な
活
動
か
ら
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
知

り
た
い
情

報
を
導

き
だ
せ
て
時

短
に
も
な
り
ま
す
！

信
濃
教
育
会
会
長
や
、
他
先
生
方
の
教
員
時
代
の

リ
ア
ル
な
話
は
こ
こ
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
！

こ
こ
だ

け
の
話

！
実

は
…

▼
ホ
ー
ム
の
一
番
下
に
あ
る
【各

種
申

し
込
み

は
こ
ち
ら
】よ

り
、
各

講
習
・講

座
の
申

込
み

の
手
続
き
が

出
来
る
の
で
、
応
募
に
手
間
取
ら
ず

、
参
加
が

し
や

す
い
よ
！

＼
会
員
専
⽤
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
て
特
別
感
満
載
！
／

※
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

総
集
会
や
活
動
事
業
等
、

知
り
た
い
情
報
へ
ク
リ
ッ
ク

１
つ
で
ひ
と
っ
と
び
★
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参 加

の

者

声

信濃教育会教育研究所だより

研究発表会のご案内
■ 東北信�Ａ会場（担当：更埴教育会） 

６月18日（土）千曲市立 東小学校
■ 東北信�Ｂ会場（担当：長野上水内教育会） 

7月 9 日（土）長野市立 南部小学校
■ 中信会�場（担当：木曽教育会） 

7月16日（土）木曽町立 日義小学校
■ 南信会�場（担当：下伊那教育会） 

7月23日（土）飯田市立 伊賀良小学校

受
9：00

　付
9：15

全
9：20

  体  会
9：35

分
9：45

  科  会
12：15

学び合おう　子どもの目線から
　この研究発表会は，研究所で学んだ第74期研修員が研究成果を報告する会です。報告をきっかけとして，参会
の先生方と共に互いの実践を交流し合い，子どもの目線から授業のあり方を求め合う会でもあります。
　改めて教師のあり様が問われている昨今，学校での実践にゆらぎが懸念される昨今，私たちは何を見据えて実
践に取り組んでいったらよいでしょうか。皆さんと共に大いに語り合えたらと願っております。ご参加をお待ち
しています。

　授業ってやっぱり子どもと先生でつくった方がイキイキとし
て楽しいだろうなと思いました。そんな教室なら「また明日も
学校に行きたい」と思えると思います。� 〈一般参加の先生〉

＊信濃教育会教育研究所の研究発表会は，令和4年度指定研修対象者の研修対象となります。

▪発表者と個人テーマ
第1分科会
「子どもの思いを問い続け，その思いに向き合う教師」	 中山　弘樹（長野市立中条小学校）
「子どもが自らこだわって追究する姿を支える社会科の教師を目指して」	 北沢　賢悟（塩尻市立丘中学校）
第2分科会
「その子のよさを実感し，行為に込められた思いに寄り添える教師」	 畠山　　哲（長野市立吉田小学校）
「子どもが自ら学ぼうとする姿に目を向け，共に追究する教師」	 高橋　美嘉（佐久市立泉小学校）
第3分科会
「子どもの求めていることを感じ，追究を支える教師を目指して」	 前田　全俊（佐久市立岸野小学校）
「子ども一人一人の『わかりたい』に目を向けられる授業を目指して」	 馬場かおり（佐久市立岩村田小学校）

▪参加申込みについて
参加希望の方は，学校を通して，各郡市の教育研究所運営委員（各校配布の「研究発表会への参加について」
でご確認ください）へお願いします。

　私は生徒を「困った生徒，やっか
いな生徒」としておわらせていない
か。自分の弱いところをつかまれる
思いで学ばせていただきました。
　子どもの言葉にならない訴えに耳
を傾けるために，自分のプライドや
見栄よりも，子どもが何を受け取っ
ているかという目線を大切にしてい
きたいと感じました。
� 〈初任者研修で参加の先生〉

　発表の途中にVTRの映像が流れたり写真が提示されたりし
て，とても分かりやすいと思いました。
　若い先生からベテランの先生まで，率直な意見が交わされ
て，子どもを見つめ直す大変によい機会となりました。
� 〈キャリアアップ研修で参加の先生〉

（令和3年度研究発表会参加者）
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　「先生，楽しそうだね」運動会などで子どもたち
と一緒にソーラン節を踊っていると言われる言葉で
す。ソーラン節を踊る度に，自分が大学生だった頃
のことを思い出します。大学の新入生歓迎会で見た
よさこい踊り。私の大学4年間は，よさこいとの出
会いから始まりました。暑い夏の日，大学の中庭で
ほぼ1日中踊り明かしたこと。お金を貯めて北海道
まで行き，大通りで踊ったこと。真夏，炎天下の名
古屋でのお祭
り。目指して
いた賞を獲得
できず，みん
なで涙したこ
と。鮮明に覚
えています。
今思えば，ど

うしてそこまでできたのかと感じますが，その時
は，ただただ仲間と一緒に踊ることが楽しかった！
そしてなにより，約100人もの仲間たちと1つのも
のをつくり上げる一体感と達成感に魅了されていま
した。今でも忘れることのできない大切な思い出で
あり，この経験が私の自慢です。
　教員になってからもよさこいには特別な思い入れ
があり，気が付けば，「運動会でソーラン節やりま
せんか？」とちょっと強引に提案してしまう私がい
ます。そんな私が今でも踊る時に大切にしているこ
と。それは，「仲間と踊るって楽しい！」そう自分
も感じながら一緒に踊ることです。
　「仲間とだから楽しい！」踊りだけでなく，学校
生活の様々な場面で子どもたちにそんな気持ちを感
じて欲しい。そのために，これからもこの自慢を大
切にし，いかしていきたいと思っています。

穂高南小学校　倉科　郁美

わ た し 自 慢 �

仲間とだから楽しい！

～多くの会員の同好会への参加・研修を願っております～

研究団体補助金申請のお知らせ
あなたの所属している研究団体に補助金を助成いたします

　会員の職能研修を支援するため，主に信濃教育会会員で構成されている同好会へ補助金を助
成しています。自主申請ですので，提出期限までに申請願います。また，事業内容等により， 
補助対象団体にならない場合もあります。

① 本会会員が中心となり，相当数の会員により全県的に組織された団体
② 研究調査の内容が本県教育の充実発展に貢献しうると考えられる団体

対象団体

① 団体名・責任者	 ② 会員及び信濃教育会会員数（必須）
③ 事業内容（事業計画）	④ 予算及び前年度決算書
⑤ 補助金振込銀行名・名義・口座番号（補助金交付決定の場合必要）
⑥ 添付書類：会員名簿（信濃教育会会員か非会員かが分かるもの）
※ 指定の用紙はありません。上記内容が記載された書類をご提出ください。�

申請内容

提出期限 7/29（金）総務・会計部　TEL 026-232-2470
申請先・問い合わせ先

第1090号　信濃教育会報（9）



員 ばろひ会

　今年度福島県から異動をし，長野県の教員としての人生が始まりました。
　前任校は海から数キロしか離れていない学校でした。今年は一転，山の
中にある自然豊かな場所での教員生活が始まりました。
　私にとっては初めての土地，初めての場所。すべてが初めてでドキド
キ，ワクワクです。福島県とは違った豊かな自然があり，温かくとても協
力的な地域性があります。そんなたくさんの素敵なものに支えられ，のび
のびと成長してきた子どもたちに対して，「私は何ができるのか」と自問
自答する日々です。
　ですがどんな時も，学ばせ
てくれるのは，今目の前にい
る子どもたちだということは
確かです。これからの可能性
をもった子どもたちとのこれ
からの日々は，楽しみでいっ
ぱいです！
� （川上第二小学校　川前大樹）

信濃教育博物館所蔵

100
年館の絵

令和３年度 永年保存作品

今を生きる子どもの絵

指
導
者

久
保
田
充
徳
（
犀
陵
中
学
校
）

　
牧
嵜
由
頼
さ
ん
は
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好

き
で
、
中
学
三
年
間
、
動
物
や
風
景
な
ど

様
々
な
作
品
を
た
く
さ
ん
描
い
て
き
ま
し

た
。
特
に
今
年
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
一
切
必

要
と
せ
ず
、「
今
生
」「
永
生
」「
共
生
」
の

三
つ
の
作
品
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
中

の
一
つ
が
千
曲
川
周
辺
を
描
い
た
こ
の
作
品

「
永
生
」
で
す
。

　
彼
が
こ
の
作
品
に
「
永
生
」
と
い
う
題
を

つ
け
た
理
由
は
、
木
々
の
間
か
ら
差
し
込
む

光
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
茂
る
木
々
を
見

て
、
永
遠
の
命
や
自
然
の
生
命
の
神
秘
を
強

く
感
じ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
彼
の
作
品
か
ら
は
画
面
全
体
か
ら
生
命
力

が
あ
ふ
れ
、
密
と
散
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り

な
が
ら
細
部
ま
で
心
を
込
め
て
丁
寧
な
タ
ッ

チ
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
々
の
い

ろ
い
ろ
な
緑
色
を
と
ら
え
な
が
ら
描
く
こ
と

で
、
奥
行
き
あ
る
空
間
を
う
ま
く
表
現
し
て

い
ま
し
た
。

投稿はメールでお願いいたします。kaihou@shinkyo.or.jp
「信濃教育会報」カラー版は信濃教育会ホームページの「会員のページ」でご覧いただけます。

ご応募お待ちしています。

教職員川柳

一
〇
〇
分 

de
　『
日
蓮
の
手
紙
』
　
感
動
す�

（
青
ク
リ
リ
ン
）

東
大
王
　
肩
を
並
べ
し
　
カ
ズ
レ
ー
ザ
ー�

（
青
ク
リ
リ
ン
）

「
永
生
」

�

牧
嵜　

由
頼
（
犀
陵
中
３
年
）

長野県には，楽しみがいっぱい！
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テーマ　子ども達が教えてくれたこと

信
濃
教
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一
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二
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年
三
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三
種
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物
認
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令
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四
月
十
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発
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毎
月
一
回
十
五
日
発
行
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発
行
人
公
益
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団
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人
信
濃
教
育
会
長
野
市
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町
一
〇
九
八

武
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育
夫
電
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二
四
七
〇
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六
九
九
四

定
価
四
百
五
十
円

信

　濃

　教
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第
一
六
二
五
号

テ
ー
マ

　子ど
も
達
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

令
和
四
年
四
月

６月号

私
の
「
授
業
」

テーマ


